
JP 2016-20781 A 2016.2.4

10

(57)【要約】
【課題】　通風路にイオンを供給するイオン発生装置を
備えた電気機器において、長期にわたって良好な衛生状
態を維持可能な電機機器を提供することを目的とする。
【解決手段】　通風路４と、通風路４に介装されるフィ
ルタ５と、通風路４にイオンを供給するイオン発生装置
１１とを備えた電気機器であって、イオン発生装置１１
にて発生したイオンをフィルタ５の上流側に供給するこ
とを特徴とする。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通風路と、前記通風路に介装されるフィルタと、前記通風路にイオンを供給するイオン
発生装置とを備えた電気機器であって、前記イオン発生装置にて発生したイオンを前記フ
ィルタの上流側に供給することを特徴とする電気機器。
【請求項２】
　通風路と、前記通風路に介装されるフィルタと、前記通風路にイオンを供給するイオン
発生装置とを備えた電気機器であって、前記フィルタは、前記通風路に介装される第１フ
ィルタと、前記第１フィルタの下流側に配される第２フィルタとを備え、前記第１フィル
タと第２フィルタとの間の空間に、前記イオン発生装置にて発生したイオンを供給するこ
とを特徴とする電気機器。
【請求項３】
　前記イオン発生装置によりイオンを発生させるイオン発生室が設けられ、前記イオン発
生室にて発生したイオンを前記通風路に供給することを特徴とする請求項１又は２に記載
の電気機器。
【請求項４】
　通風路と、前記通風路に介装される送風装置と、前記通風路にイオンを供給するイオン
発生装置とを備えた電気機器であって、前記イオン発生装置は、前記通風路において、送
風装置よりも下流側の下流側領域にイオンを供給する第１位置と、前記送風装置よりも上
流側の上流側領域にイオンを供給する第２位置とに切換移動可能に設けられたことを特徴
とする電気機器。
【請求項５】
　前記電気機器は、イオン発生機、空気清浄機、除湿機、加湿機、送風機又は空気調和機
のいずれかである請求項１～４のいずれか１項に記載の電気機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通風路に介装されるフィルタと、通風路にイオンを供給するイオン発生装置
とを備えた電気機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、イオン発生機、空気清浄機、除湿機、加湿機、送風機又は空気調和機などの通風
路を備えた電気機器においては、一般的に、通風路内を衛生的に維持するために、通風路
の空気吸込口にフィルタを設置し、空気中の塵埃を除去している。
【０００３】
　また、通風路を備えた電気機器として、たとえば、特許文献１に示すように、イオン発
生装置を搭載し、空気とともにイオンを放出し、空気中を浮遊するカビや細菌等を不活性
化する空気清浄機も公知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－７２５８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上記電気機器に設置されたフィルタは、塵埃が付着し堆積すると、そこでカ
ビや細菌が繁殖し、不衛生であるとともに、不快臭を発生するおそれもあった。
【０００６】
　そこで、本発明においては、上記に鑑み、長期にわたって良好な衛生状態を維持可能な
電機機器を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明では、通風路と、前記通風路に介装されるフィルタ
と、前記通風路にイオンを供給するイオン発生装置とを備えた電気機器であって、前記イ
オン発生装置にて発生したイオンを前記フィルタの上流側に供給することを特徴とする。
【０００８】
　上記構成によれば、イオン発生装置にて発生したイオンをフィルタの上流側（送風方向
上流側）に供給するようにしたため、フィルタ及びフィルタに付着した塵埃に付着したカ
ビや細菌を不活性化するとともに、におい成分を分解することが可能となり、長期にわた
って良好な衛生状態を維持することが可能となる。フィルタは、１種類のフィルタを単独
で用いたものでもよいし、複数種類のフィルタを送風方向に直列配置したものであっても
よい。
【０００９】
　また、本発明では、フィルタが、通風路に介装される第１フィルタと、第１フィルタの
下流側に配される第２フィルタとを備え、第１フィルタと第２フィルタとの間の空間に、
イオン発生装置にて発生したイオンを供給する構成とすることもできる。
【００１０】
　上記構成によれば、第１フィルタ及び第２フィルタが抵抗となり、両フィルタに囲まれ
た空間（以下、フィルタ間空間という）における空気の流通速度が緩和される。したがっ
て、フィルタ間空間における空気中のイオン濃度を高めながら均一化することができる。
これにより、特に下流側の第２フィルタに付着した塵埃に付着したカビや細菌をイオンに
よって効果的に不活性化するとともに、におい成分を分解することが可能となる。なお、
第１フィルタ及び第２フィルタのそれぞれのフィルタは、１種類のフィルタを単独で用い
たものでもよいし、複数種類のフィルタを送風方向に直列配置したものであってもよい。
【００１１】
　イオン発生装置にて発生したイオンをフィルタの上流側に供給するには、フィルタ（又
は第２フィルタ）の上流側の通風路又はフィルタの上流側の通風路に連通する空間にイオ
ン発生装置を設置することができる。そのほかにも、通風路の送風装置よりも下流側にイ
オン発生装置を設置し、さらにそのイオン発生装置の下流側に分岐経路を設け、分岐経路
をフィルタ（又は第２フィルタ）の上流側に接続することによってイオンを含む空気をフ
ィルタ（又は第２フィルタ）の上流側に供給することも可能である。
【発明の効果】
【００１２】
　以上のとおり、本発明の電気機器は、通風路において、フィルタの上流側にイオン発生
装置にて発生したイオンを供給するようにしたため、フィルタ及びフィルタに付着した塵
埃に付着したカビや細菌を不活性化することが可能となり、長期にわたって良好な衛生状
態を維持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１実施形態の空気清浄機を示す側面断面図
【図２】本発明の第２実施形態の空気清浄機を示す側面断面図
【図３】本発明の第３実施形態の空気清浄機を示す側面断面図
【図４】図３の通風路のＡ－Ａ断面概略図
【図５】図３におけるイオン発生室とは別形態の空気清浄機の側面断面図
【図６】図４におけるイオン発生室とはさらに別形態の空気清浄機の側面断面図
【図７】本発明の第４実施形態の空気清浄機でイオン発生装置が第１位置にある状態を示
す側面断面図
【図８】本発明の第４実施形態の空気清浄機でイオン発生装置が第２位置にある状態を示
す側面断面図
【図９】図８の通風路のＢ－Ｂ断面概略図



(4) JP 2016-20781 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

【図１０】図７におけるイオン発生装置を示す斜視図
【図１１】イオン発生装置を清掃する清掃部材を示す概略図
【図１２】本発明の第５実施形態の空気清浄機を示す側面断面図
【図１３】上記実施形態で使用されるイオン発生装置とは別の形態を示す正面図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
［第１実施形態］
　以下、図面に基づいて本発明の第１実施形態を説明する。本実施形態では、通風路を備
えた電気機器として、加湿機能付き空気清浄機を例に挙げて説明する。図１は、本発明に
係る空気清浄機の側面断面図を示す。
【００１５】
　図１に示すように、本実施形態の空気清浄機は、機器本体１の背面に空気吸込口２が設
けられ、機器本体１の上面後部に空気吹出口３が設けられている。機器本体１の内部には
空気吸込口２から空気吹出口３に至る通風路４（図中、矢印で表示）が形成される。通風
路４には送風方向Ｗ（図中、矢印の方向）の上流側から順に、フィルタ５と、加湿装置６
と、送風装置７とが介装される。
【００１６】
　本実施形態においては、送風装置７としてシロッコファンが用いられる。空気吸込口２
には、複数の通気孔を有する吸込パネル８が着脱可能に取り付けられる。なお、本発明に
おいて、上流側あるいは下流側とは、それぞれ送風方向Ｗの上流側あるいは下流側を意味
する。
【００１７】
　本実施形態のフィルタ５は、脱臭フィルタ９と集塵フィルタ１０とが一体的にユニット
化された構成とされる。脱臭フィルタ９としては、例えば、活性炭等の多孔性物質を、通
気性を有する袋体に充填したものや、不織布に担持させたものを用いることができる。ま
た、集塵フィルタとしては、例えば、公知のＨＥＰＡ(High Efficiency Particulate Air
)フィルタを用いることができる。
【００１８】
　フィルタ５の上流側の通風路４、すなわち、吸込パネル８及びフィルタ５の間の空間に
は、イオン発生装置１１が設置される。イオン発生装置１１は、誘導電極と放電電極とを
備えており、誘導電極と放電電極との間に高電圧を印加するとコロナ放電が生じる。この
コロナ放電により正イオンおよび負イオンの少なくともいずれかのイオンが発生する。
【００１９】
　ここで、正イオンは、水素イオン（Ｈ+）の周囲に複数の水分子が付随したクラスター
イオンであり、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）として表される。また負イオンは、
酸素イオン（Ｏ2

-）の周囲に複数の水分子が付随したクラスターイオンであり、Ｏ2
-（Ｈ

2Ｏ）n（ｎは任意の自然数）として表される。
【００２０】
　また、正イオンおよび負イオンの両極性のイオンを放出すれば、空気中の正イオンであ
るＨ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）と、負イオンであるＯ2

-（Ｈ2Ｏ）n（ｎは任意の
自然数）とを略同等量発生させることによって、両イオンが空気中を浮遊するカビ菌、ウ
イルス、におい成分等の周りを取り囲み、その際に生成される活性種の水酸化ラジカル（
・ＯＨ）や過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）の作用により、これらを除去することが可能となる。
【００２１】
　なお、イオン発生装置１１は本実施形態のイオン種に限定されるものではなく、他のイ
オン種を発生するものであってもよく、たとえば、負イオンを発生させるものであっても
よいが、殺菌やウイルスを不活化するイオン種が好ましい。
【００２２】
　加湿装置６は、円盤状の加湿フィルタ１２、水受け皿１３、加湿フィルタ１２を保持す
る保持枠１４及びモータにより駆動する駆動ギア１５を備えている。保持枠１４の外周に
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沿って従動ギアが取り付けてあり、従動ギアと、駆動ギア１５とが噛合している。加湿フ
ィルタ１２は、回転することによって水受け皿１３に浸漬した部分が順次周方向に移動し
て水を吸い上げ、加湿フィルタ１２の全体が水分を含んだ状態になる。その結果、加湿フ
ィルタ１２を通過した空気は加湿される。一方、加湿フィルタ１２が回転していないとき
には、加湿フィルタ１２を通過した空気はほとんど吸湿しない。
【００２３】
　上記構成の空気清浄機の運転を開始すると、送風装置７が駆動するとともに、イオン発
生装置１１から正イオン及び負イオンが発生する。イオン発生装置１１はフィルタ５の上
流側の通風路内に直接設置されているため、イオン発生装置にて発生したイオンはフィル
タの上流側に供給される。イオンは、フィルタ５に付着した細菌やにおい成分を破壊し、
長期にわたって空気清浄機の良好な衛生状態を維持することが可能となる。
【００２４】
［第２実施形態］
　図２は、第２実施形態の空気清浄機を示す側面断面図である。本実施形態では、脱臭フ
ィルタと集塵フィルタとが別個に形成されたフィルタを用い、両フィルタに囲まれた空間
にイオン発生装置を設置した点が第１実施形態との相違点とされる。その他の構成につい
ては第１実施形態と同様とされる。
【００２５】
　具体的に、脱臭フィルタを第１フィルタ１６とし、集塵フィルタを第２フィルタ１７と
してそれぞれ別個に作製されたフィルタを用いている。そして、通風４路内において、第
１フィルタ１６を上流側に第２フィルタ１７を下流側にして、両者は間隔をおいて設置さ
れる。第１フィルタ１６と第２フィルタ１７との間に形成されるフィルタ間空間Ｓにイオ
ン発生装置１１が設置される。
【００２６】
　上記構成の空気清浄機の運転を開始すると、送風装置７が駆動するとともに、イオン発
生装置１１から正イオン及び負イオンが発生する。イオン発生装置１１はフィルタ間空間
Ｓに直接設置されているため、イオン発生装置１１にて発生したイオンはフィルタ間空間
Ｓに供給される。
【００２７】
　そして、第１フィルタ１６及び第２フィルタ１７が抵抗となり、フィルタ間空間Ｓにお
ける空気中のイオン濃度を高めながら均一化することができる。これにより、特に下流側
の第２フィルタに付着した塵埃に付着したカビや細菌をイオンによって効果的に不活性化
するとともに、におい成分を分解することが可能となる。
【００２８】
　以上説明したように、第１フィルタ１６と第２フィルタ１７の間にイオン発生装置１１
を設置する場合、下流側の第２フィルタ１７として集塵フィルタを配するのが望ましい。
これにより、フィルタ１６，１７に堆積した塵埃に付着した細菌やにおい成分を効果的に
破壊し、より長期にわたって空気清浄機の良好な衛生状態を維持することが可能となる。
【００２９】
［第３実施形態］
　図３は第３実施形態の空気清浄機を示す側面断面図であり、図４は図３の通風路を示す
Ａ－Ａ断面概略図である。本実施形態では、フィルタ間空間にイオンを供給する方法とし
て、フィルタ間空間が存在する部分の通風路の近傍にイオン発生装置によりイオンを発生
させるイオン発生室を設け、イオン発生室で発生したイオンを、イオン発生室及びイオン
供給路を通じてフィルタ間空間に供給するようにした点が第２実施形態との相違点とされ
る。その他の構成については、第２実施形態と同様とされる。　
【００３０】
　本実施形態では、機器本体１内で、フィルタ間空間Ｓが存在する部分（フィルタ間空間
部分と略する）の通風路４の上壁に接してイオン発生室１８が設けられる。イオン発生室
１８内にイオン発生装置１１が収容される。さらに、イオン発生室１８からフィルタ間空



(6) JP 2016-20781 A 2016.2.4

10

20

30

40

50

間Ｓ部分の通風路４の左右両側壁の周囲にかけてイオン供給路１９が形成される。
【００３１】
　フィルタ間空間Ｓ部分の通風路４の上壁及び両側壁には複数のイオン供給孔２０が穿設
されており、イオン発生室１８で発生したイオンは、イオン発生室１８からイオン供給路
１９に拡散し、イオン供給孔２０を通じてフィルタ間空間Ｓに供給される。上記構成によ
れば、イオン発生装置１１は、通風路４の外側に設置されるため、イオン発生装置１１が
通風路４を流通する空気の抵抗になるおそれがなく、また、イオン発生装置１１に付着す
　　　
る塵埃量を大幅に低減することができる。
【００３２】
　本実施形態では、イオン発生室１８及びそれに接続されるイオン供給路１９には、イオ
ン供給孔２０しか形成されていないが、これ以外に、たとえば、図５及び図６に示すよう
に、イオン発生室１８に吸気路２１を形成することも可能である。すなわち、イオン供給
孔２０が開口する通風路４内の圧力は、送風装置７を駆動させることにより、大気圧より
も低い負圧状態となる。
【００３３】
　従って、イオン発生室１８に吸気路２１を設ければ、吸気路２１からイオン供給孔２０
に向かって空気が流通するため、イオンをスムーズにフィルタ間空間Ｓに供給することが
できる。これにより、フィルタ間空間Ｓ内におけるイオン濃度をより高めることが可能と
なる。
【００３４】
　吸気路２１は、図５に示すように、送風装置１１よりも下流側の通風路４と、イオン発
生室１８とを接続するように形成することができるほか、図６に示すように、機器本体１
の外部とイオン発生室１８とを接続するように形成することも可能である。ただ、機器本
体１の外部から空気を取り入れる場合には、吸気路２１に集塵フィルタ２１ａを配するの
が好ましい。
【００３５】
　イオン発生装置１１にて発生したイオンをフィルタ５（又は第２フィルタ１７）の上流
側に供給する方法としては、上述のごとく、フィルタ５（又は第２フィルタ１７）の上流
側の通風路４内又はその近傍にイオン発生装置１１を設置するほかにも、通風路４におい
て、送風装置７よりも下流側にイオン発生装置１１を設置し、さらにそのイオン発生装置
１１の下流側に分岐経路を設け、分岐経路をフィルタ５（又は第２フィルタ１７）の上流
側に接続することによってイオンを含む空気をフィルタ５（又は第２フィルタ１７）の上
流側に供給することができる。
【００３６】
　ただ、上記構成では、空気吹出口から放出される空気中に含まれるイオン濃度を高める
ことができる一方、フィルタ５（又は第２フィルタ１７）上流側に供給する空気に含まれ
るイオン濃度を一定濃度以上に高めることは困難となる。したがって、外部にイオン濃度
の高い空気を放出するとともに、フィルタ清浄効果を高めるためには、送風装置７よりも
下流側にイオン発生装置１１を設置し、さらに、フィルタ５（又は第２フィルタ１７）の
上流側の通風路４内又はその近傍に別のイオン発生装置１１を設置してもよい。
【００３７】
［第４実施形態］
　従来、イオン発生機、空気清浄機、除湿機、加湿機、送風機又は空気調和機などの通風
路を備えた電気機器として、特開２０１２－１５９２３２号に記載されているように、イ
オン発生装置を搭載し、空気とともにイオンを放出し、空気中を浮遊するカビや細菌等を
不活性化する空気清浄機が知られている。
【００３８】
　上記特許文献では、通風路に介装される送風装置よりも下流側にイオン発生装置を設置
し、さらにそのイオン発生装置の下流側に分岐経路を設け、分岐経路を送風装置の上流側
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に接続することによってイオンを含む空気を送風装置の上流側に供給し、これによって一
つのイオン発生装置により、通風路内（特に送風装置）に付着したカビや細菌等を不活性
化することを可能としている。
【００３９】
　ただ、上記構成において、送風装置の上流側にイオン濃度の高い空気を供給するには、
通風路の空気吸込口及び空気吹出口を閉鎖して、送風装置を駆動させる必要があった。す
なわち、送風装置の上流側にイオン濃度の高い空気を供給する間は、空気清浄運転を停止
する必要があった。
【００４０】
　そこで、本実施形態では、一つのイオン発生装置でも、機器本体の外部にイオン濃度の
高い空気を放出可能で、かつ、電気機器の運転を停止することなく、送風装置の上流側に
イオン濃度の高い空気を供給することが可能な電気機器を提供することを目的とする。
【００４１】
　上記目的を達成するため、本実施形態では、通風路と、前記通風路に介装される送風装
置と、前記通風路にイオンを供給するイオン発生装置とを備えた電気機器であって、前記
イオン発生装置は、前記通風路において、送風装置よりも下流側の下流側領域にイオンを
供給する第１位置と、前記送風装置よりも上流側の上流側領域にイオンを供給する第２位
置とに切換移動可能に設けられたことを特徴とする。
【００４２】
　上記構成によれば、電気機器の運転を停止することなく、イオン発生装置の位置を第１
位置と第２位置とに切換移動させることで、空気吹出口からイオン濃度の高い空気を外部
に放出したり、上流側領域にイオン濃度の高い空気を供給して通風路内に付着したカビや
細菌等を不活性化することができる。
【００４３】
　イオン発生装置を第１位置と第２位置とに切換移動させるには、たとえば、イオン発生
装置をスライド移動させることができる。また、電気機器の通風路の構造について、下流
側領域を構成する壁面の一部を、下流側領域と上流側領域とを隔てる隔壁とし、隔壁にイ
オン発生装置を取り付け、イオン発生装置が取り付けられた隔壁部分を表裏反転可能に設
けることも可能である。
【００４４】
　すなわち、イオン発生装置には電力を供給するための配線が必要なところ、上記構成に
よれば、イオン発生装置が取り付けられた隔壁部分を表裏反転させるだけであれば、イオ
ン発生装置の移動範囲がごく限定されるため、配線処理を簡単に行なうことができる。し
たがって、簡単な構造でありながら、短時間でかつ確実にイオン発生装置を第１位置と第
　　　
２位置とに切換移動させることができる。
【００４５】
　以下、図面に基づいて本発明の第４実施形態を説明する。本実施形態では、通風路を備
えた電気機器として、加湿機能付き空気清浄機を例に挙げて説明する。図７及び図８は、
本発明に係る空気清浄機の側面断面図であり、図７はイオン発生装置が第１位置にある状
態を、図８はイオン発生装置が第２位置にある状態をそれぞれ示す。図９は、図８の通風
路を示すＢ－Ｂ断面概略図である。
【００４６】
図７に示すように、本実施形態の空気清浄機は、機器本体１の背面に空気吸込口２が設け
られ、機器本体１の上面後部に空気吹出口３が設けられている。機器本体１の内部には空
気吸込口２から空気吹出口３に至る通風路４（図中、矢印で表示）が形成される。通風路
４には送風方向Ｗ（図中、矢印の方向）の上流側から順に、第１フィルタ１６と、第２フ
ィルタ１７と、加湿装置６と、送風装置７とが介装される。
【００４７】
本実施形態においては、送風装置７としてシロッコファンが用いられる。空気吸込口２に
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は、複数の通気孔を有する吸込パネル８が着脱可能に取り付けられる。なお、本発明にお
いて、上流側あるいは下流側とは、それぞれ送風方向Ｗの上流側あるいは下流側を意味す
る。
【００４８】
　本実施形態では、脱臭フィルタを第１フィルタ１６とし、集塵フィルタを第２フィルタ
１７としてそれぞれ別個に作製されたフィルタを用いている。そして、通風路４内におい
て、第１フィルタ１６を上流側に第２フィルタ１７を下流側にして、両者は間隔をおいて
設置される。第１フィルタ１６と第２フィルタ１７との間にフィルタ間空間Ｓが形成され
る。そして、フィルタ間空間Ｓが存在する部分の通風路４の近傍にイオン発生装置１１に
よりイオンを発生させるイオン発生室１８が設けられる。
【００４９】
脱臭フィルタとしては、例えば、活性炭等の多孔性物質を、通気性を有する袋体に充填し
たものや、不織布に担持させたものを用いることができる。また、集塵フィルタとしては
、例えば、公知のＨＥＰＡ(High Efficiency Particulate Air)フィルタを用いることが
できる。
【００５０】
イオン発生室１８からフィルタ間空間Ｓ部分の通風路４の左右両側壁の周囲にかけてイオ
ン供給路１９が形成される。フィルタ間空間Ｓ部分の通風路４の上壁及び両側壁には複数
のイオン供給孔２０が穿設されており、イオン発生室１８で発生したイオンは、イオン発
生室１８からイオン供給路１９に拡散し、イオン供給孔２０を通じてフィルタ間空間Ｓに
供給される。
【００５１】
イオン発生装置１１は、誘導電極２２と放電電極２３とを備えており、誘導電極２２と放
電電極２３との間に高電圧を印加するとコロナ放電が生じる。正高電圧を印加することに
より正イオンが発生し、負高電圧を印加することにより負イオンが発生する。
【００５２】
　ここで、正イオンは、水素イオン（Ｈ+）の周囲に複数の水分子が付随したクラスター
イオンであり、Ｈ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）として表される。また負イオンは、
酸素イオン（Ｏ2

-）の周囲に複数の水分子が付随したクラスターイオンであり、Ｏ2
-（Ｈ

2Ｏ）n（ｎは任意の自然数）として表される。
【００５３】
　また、正イオンおよび負イオンの両極性のイオンを放出すれば、空気中の正イオンであ
るＨ+（Ｈ2Ｏ）m（ｍは任意の自然数）と、負イオンであるＯ2

-（Ｈ2Ｏ）n（ｎは任意の
自然数）とを略同等量発生させることによって、両イオンが空気中を浮遊するカビ菌、ウ
イルス、におい成分等の周りを取り囲み、その際に生成される活性種の水酸化ラジカル（
・ＯＨ）や過酸化水素（Ｈ2Ｏ2）の作用により、これらを除去することが可能となる。
【００５４】
　なお、イオン発生装置１１は本実施形態のイオン種に限定されるものではなく、他のイ
オン種を発生するものであってもよく、たとえば、負イオンを発生させるものであっても
よいが、殺菌やウイルスを不活化するイオン種が好ましい。
【００５５】
　加湿装置６は、円盤状の加湿フィルタ１２、水受け皿１３、加湿フィルタ１２を保持す
る保持枠１４及びモータにより駆動する駆動ギア１５を備えている。保持枠１４の外周に
沿って従動ギアが取り付けてあり、従動ギアと、駆動ギア１５とが噛合している。加湿フ
ィルタ１２は、回転することによって水受け皿１３に浸漬した部分が順次周方向に移動し
て水を吸い上げ、加湿フィルタ１２の全体が水分を含んだ状態になる。その結果、加湿フ
ィルタ１２を通過した空気は加湿される。一方、加湿フィルタ１２が回転していないとき
には、加湿フィルタ１２を通過した空気はほとんど吸湿しない。
【００５６】
　図７に示すように、下流側領域Ｒ１を構成する壁面の一部は、下流側領域Ｒ１と上流側
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領域Ｒ２とを隔てる隔壁２４とされる。そして、この隔壁２４にイオン発生装置１１が切
換移動可能に取り付けられる。なお、上流側領域Ｒ２には、通風路以外にも通風路に連通
するイオン発生室も含まれる。本実施形態では、隔壁２４は、下流側領域Ｒ１と上流側領
域としてのイオン発生室１８とを隔てている。
【００５７】
　図１０に示すように、本実施形態では、隔壁２４の一部をイオン発生装置１１の形に切
り抜いて切抜部２５を形成し、この切抜部２５にイオン発生装置１１を組み入れて中心軸
Ｃまわりに回転可能に設け、中心軸Ｃと同心上に駆動モータ２６を配している。この駆動
モータ２６の駆動によりイオン発生装置１１自身を表裏反転可能としている。
【００５８】
　イオン発生装置は、基板２７に、前述の放電電極２３及び誘電電極２２が取り付けられ
ている。誘電電極２２は、細長い板状で、間隔をおいて複数の貫通孔２８が形成される。
誘電電極２２の両端は折曲されて脚部２９が形成される。これにより、貫通孔２８は基板
２７から一定距離離れた位置で固定される。
【００５９】
　放電電極２３は、貫通孔２８の中心に位置するように基板２７から貫通孔２８に向けて
突設され、かつ、放電電極２３の針状の先端が誘電電極２２の貫通孔２８の厚み範囲内に
位置するように調整される。誘電電極２２と放電電極２３との間に高電圧を印加すると、
針状の放電電極２３の先端でコロナ放電が生じる。なお、図中、３０はイオン発生装置に
電力を供給する配線である。
【００６０】
　上記形態のほか、隔壁の一部を切り抜いて切抜部を形成し、この切抜部に対応する形の
隔壁を中心軸まわりに回転可能に設けて、この隔壁の一面側にイオン発生装置を固定する
ようにしてもよい。
【００６１】
　上記構成の空気清浄機の運転を開始すると、送風装置７が駆動するとともに、イオン発
生装置１１から正イオン及び負イオンが発生する。イオン発生装置１１が第１位置にある
ときは、図７に示すように、下流側領域Ｒ１でイオンが発生して、空気吹出口３からイオ
ン濃度の高い空気が吹き出る。一方、イオン発生装置１１が第２位置にあるときには、図
８に示すように、イオン発生室１８内にイオンが発生してイオン濃度の高い空気がフィル
タ間空間Ｓに供給される。
【００６２】
　上記構成によれば、第１フィルタ１６及び第２フィルタ１７が抵抗となり、フィルタ間
空間Ｓにおける空気の流通速度が緩和される。したがって、フィルタ間空間Ｓにおける空
気中のイオン濃度を高めながら均一化することができる。これにより、特に下流側の第２
フィルタ１７に付着した塵埃に付着したカビや細菌をイオンによって効果的に不活性化す
るとともに、におい成分を分解することが可能となる。
【００６３】
また、イオン発生装置１１は、通風路４の外側に設置されるため、イオン発生装置１１が
通風路４を流通する空気の抵抗になるおそれがなく、また、イオン発生装置１１に付着す
る塵埃量を大幅に低減することができる。
【００６４】
　イオン発生装置１１は、前述のごとく、針状の放電電極２３を備えている。ここに汚れ
が付着するとイオン発生効率が低下することになる。そこで、本実施形態では、図１１に
示すように、イオン発生装置２２が回転することで第１位置と第２位置とを切換移動する
構成とされていることを利用して、イオン発生装置１１が回転する際に、放電電極２３に
接触するようにブラシ等の清掃部材３１を設置し、放電電極２３の清掃を行なうようにす
ることも可能である。
【００６５】
　また、本実施形態では、機器本体１の周囲の状況を把握するための人感センサ３２や光
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センサ３３を備えており、これらセンサの出力信号によってイオン発生装置１１の切換移
動を制御している。具体的には、人感センサ及び光センサのうち少なくとも一つのセンサ
と、これらセンサの出力信号を検知して前記イオン発生装置の切換移動を制御する制御部
とを備えた構成とする。
【００６６】
制御部は、マイコンから構成され、人感センサによる人の感知及び光センサによる光の感
知のいずれも感知されないときはイオン発生装置を第２位置とし、少なくとも人感センサ
によって人を検知するか、光センサによって光を検知したときに、イオン発生装置を第１
位置に移動させるようにする。
【００６７】
これにより、人の活動中には、機器外部にイオン濃度の高い空気を放出し、人の活動が確
認されないときは、電気機器の運転は継続しながらも、通風路内にイオン濃度の高い空気
を供給して通風路内に付着したカビや細菌等を不活性化させることができる。このように
、上記構成によれば、人の活動の有無を自動的に判定して、上流側領域における除菌及び
脱臭を効率的に行なうことができる。なお、本実施形態では、人感センサ３２及び光セン
サ３３の両方を備えているが、どちらか一方のみであってもよいし、他のセンサ（たとえ
ば、赤外線センサ等）と組み合わせて制御してもよい。
【００６８】
［第５実施形態］
　図１２は第５実施形態の空気清浄機を示す側面断面図である。本実施形態では、隔壁が
下流側領域Ｒ１と、フィルタよりも上流側の通風路とを直接隔てている点、及び、フィル
タ５として、脱臭フィルタと集塵フィルタとが一体的にユニット化されたものを使用して
いる点が第４実施形態との相違点とされる。その他の構成については、第４実施形態と同
様とされる。上記フィルタは、１種類のフィルタを単独で用いたものでもよい。
【００６９】
　本実施形態では、第４実施形態のようなイオン発生室１８は設けられておらず、隔壁２
４は下流側領域Ｒ１と、フィルタ５よりも上流側の通風路４とを隔てるように形成されて
いる。本実施形態のフィルタ５は、前述のごとく、脱臭フィルタ９と集塵フィルタ１０と
が一体的にユニット化された構成とされる。イオン発生装置１１は、第２位置にあるとき
に、フィルタ５よりも上流側の通風路４に直接イオンを供給する。なお、イオン発生装置
１１の第２位置としては、送風装置７よりも上流側（例えば、加湿装置６とフィルタ５と
の間や、送風装置７の近傍）で任意に設定することができる。
【００７０】
以上、本発明の実施形態につき説明したが、本発明の範囲はこれに限定されるものではな
く、発明の主旨を逸脱しない範囲で種々の変更を加えて実施することができる。具体的に
は、実施形態では、電気機器として、加湿機能付き空気清浄機の場合について説明したが
、これに限らず、たとえば、イオン発生機、空気清浄機、除湿機、加湿機、送風機又は空
気調和機であってもよい。
【００７１】
また、上記各実施形態では、機器本体１に搭載されるイオン発生装置１１は一つであるが
、複数のイオン発生装置１１を搭載してもよい。さらに、イオン発生装置１１は、イオン
発生時に、微弱ながら放電音が発生する。そこで、図１３に示すように、イオン発生装置
１１において、放電電極２３の送風方向Ｗ下流側に吸音部材３４を設けることにより、放
電音を低減することが可能となる。
【００７２】
吸音部材３４は、連続気泡構造あるいは独立気泡構造の発泡体を用いることができるほか
に、遮音性に優れた不織繊維マットなどを使用することができる。吸音部材の高さは放電
電極２３と同じ程度の高さ乃至放電電極２３よりも若干高くなるようにするのが好ましい
。また、吸音部材３４の設置位置は、放電電極２３に近いほどよいが、図１０に示すよう
に、板状の誘電電極２２を使用する場合には、あまり近くに配置すると、誘電電極２２と
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基板とで囲まれた空間の空気の流通を阻害してイオン発生効率が低下するおそれが生じる
。
【００７３】
そこで、板状に形成された誘電電極２２を、図１３に示すように、貫通孔２８のまわりの
部分を切り欠いて切欠部３５を形成すれば、吸音部材３４を放電電極２３（誘電電極２２
）の近傍に設置しても切欠部３５によって誘電電極２２と基板とで囲まれた空間の空気の
流通を良好に維持することができる。
【００７４】
　上流側領域には、一般的にフィルタが、さらに場合によっては加湿装置が、上流側から
この順に配置される。イオン発生装置を第２位置としたときに、イオンをフィルタの上流
側に供給してもよいし、加湿装置とフィルタとの間に供給してもよい。イオンをフィルタ
の上流側に供給すれば、フィルタに付着したカビや細菌等を効果的に不活性化することが
可能となり、イオンを加湿装置とフィルタとの間に供給すれば、加湿装置に付着したカビ
や細菌等を効果的に不活性化することができる。
【符号の説明】
【００７５】
　　１　　機器本体
　　２　　空気吸込口
　　３　　空気吹出口
　　４　　通風路
　　５　　フィルタ
　　６　　加湿装置
　　７　　送風装置
　　８　　吸込パネル
　　９　　脱臭フィルタ
　１０　　集塵フィルタ
　１１　　イオン発生装置
　１２　　加湿フィルタ
　１３　　水済受け皿
　１４　　保持枠
　１５　　駆動ギア
　１６　　第１フィルタ
　１７　　第２フィルタ
　１８　　イオン発生室
　１９　　イオン供給路
　２０　　イオン供給孔
　２１　　吸気路
　２２　　誘電電極
　２３　　放電電極
　２４　　隔壁
　２５　　切抜部
　２６　　駆動モータ
　２７　　基板
　２８　　貫通孔
　２９　　脚部
　３０　　配線
　３１　　清掃部材
　３２　　人感センサ
　３３　　光センサ
　３４　　吸音部材
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　３５　　切欠部
　　Ｃ　　中心軸
　　Ｗ　　送風方向
　　Ｓ　　フィルタ間空間
　Ｒ１　　下流側領域
　Ｒ２　　上流側領域

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(14) JP 2016-20781 A 2016.2.4

【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】
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